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  From the mid 1990s, a new form of fashion has occupied part of the urban space of Japan: "street fashion". 

What are the patterns of organization and communication in the urban space formed by "street fashion"? This 

paper attempts to examine "Ura-Harajuku", the center of post 1980s' fashion in Tokyo, applying a dramaturgi-

cal approach. After that, the range of the approach itself and its limits are considered.

1.問 題 の所在

ファッション(1)と都市空間の関係はこれまで、消費社会論 的な観点か ら主題化 されてき

た。最 も具体的な消費の欲望の対象であるファッションと、その消費が実践 される場であ

る都市の関係を明 らか にす ることで、同時代的な消費の体系 とそ こを生 きる身体の形式が

明 らかにされてきたのである。

特 に、西武系パルコによる 「渋谷」の再開発が象徴するよ うに、 ファッションと都市空

間が大資本の介入 によって強固 に結 びついて いた70年 代後半か ら80年 代全般 において

は、 ファッションを媒介す ることで浮かび上が って くる都市空間が、社会学的な議論の焦

点 となっていた。 ところが、90年 代以降は、 ファッションと都市空 間の関係性 に着 目す

る研究がそれほど蓄積 されてお らず、 したがって、その論点 には新 たな分析 の枠組みが十

分には与え られてこなか った。 この ことは、-一見す ると、今 日におけるファッションと都

市空間の関係が80年 代的な関係性の飽和状態でしかないことを意味するようにみえる。

しか しなが ら、 ファッションと都市空間の今 日的な関係性に言及する数少ない先行研究

は、共通 して、90年 代半 ば以降、都市空間の一部 が 「ス トリー ト・ファッシ ョン」 とい

う新 たな フ ァッシ ョンの形式 によって 占拠 され てい ると指摘す る[柏 木1998、 難波

2000b、 成実2003、 南谷 ・井伊2004]。 論者たちは続 けて、 この現象 が大資本の介入によ

るものではな く、 自然発生的な若者文化であると特徴づけている。 これ らの指摘が示唆す

るのは、今 日のファッションと都市空間が取 り結んでいる関係性が、必ず しも80年 代的

な状態のままではないということではないだろうか。

そこで、本稿 では、 ポス ト80年 代 において、 ファッシ ョンをめ ぐる一連の実践 が都市

空間といかに して関わ っているのかを分析する枠組みについての検討を行 う。その際の対

象 としては、「ス トリー ト・ファッシ ョン」の具体 的な場 と して若者 から受容 されている

「裏原宿」 といわれ る空間を取 り上げることにする。
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2.フ ァッシ ョン都市論 の系譜

(1)ポ ス ト80年 代的なものとしてのス トリ― ト・ファッション論

90年 代以降、 ファッシ ョン研究 と都市研究 のいずれの分野 において も、 ファッシ ョン

と都市空間の関係 について積極的に論 じた研究は非常 に少ない。ただ し、少ないなが らも

それ らには共通の論点を見 いだす ことができる。

共通す る点 として第一 に挙 げられるのは、先 にも触れた通 り 「ス トリー ト・ファッショ

ン」 という現象 を80年 代 的なもの とは異なる新 しい都市風俗 として見 いだ している点で

ある。 ここで言 う 「ス トリー ト・ファッション」 とは、独立系小資本 のブラン ドやデザイ

ナー等 による小規模な店舗が立 ち並んだ比較的小さな 「通 り」において、そこに集合す る

若者 に装われているフ ァッシ ョンのことである。 アメリカ ン ・カジュアル的な古着の重ね

着 にピップホ ップのスタイルやスポー ツ ・カジュアルを取 り入れて いるのが 「ス トリー

ト・ファッシ ョン」 の特徴で、今でこそ若者 ファッションの主流 としてスタイル化 してい

るが、当時は一部の若者層 に受 け入れ られていたものであった。第二の共通の論点 は、大

資本 が牽引 していないにも関わ らず、「裏原宿」が ファッシ ョンのひとつのムーブメン ト

として拡大 してい ったため、従来のファッシ ョンシステムにおける ヒエラルキーか ら自由

であるとい う意味で、80年 代的 なブラン ド・ファッシ ョンに対す る 「自然発生」 的な下

位文化的な現象 として捉えている点である。つまり、それ らで論 じられる都市空間の 「ス

トリー ト」 とは、装 う身体が資本 に絡め とられていない、 ある種の対抗文化的な要素を備

えた都市空 間として も特徴づけられているのである。

このよ うな点によって、新たなファッシ ョンの形式が展開 している、 いわばポス ト80

年代的な都市空間としての 「ス トリー ト」が発見 されている。 しか し、蓄積されている先

行研究では、なぜそ こが下位文化の現場 と成 り得たのか とい う 「ス トリー ト」 という空間

構成その ものの分析 については、必ず しも十分 になされてい るとは言 えない。た とえば、

都市文化 として比較文化論的に 「ス トリー ト・ファッション」を論 じた南谷え り子 ・井伊

あか りの議論で は、「ス トリー ト」で装われているファッシ ョンそれ自体の分析や、流通

手法 とメディアとの関わ りについてのマーケティング論的な分析 はなされているが、その

ようなファッシ ョンを成立せ しめている社会空間 としての 「ス トリー ト」 につ いては議論

が及んでいない[南 谷 ・井伊2004:122-171]。

その 「ス トリー ト」が持つ若者の社会空間としての意義 にまで言及 しているのは、難波

功士 の試論的 な論考であ る[難 波2000b]。 この議論 の重要性 は、 装われているファッ

ションのみならず、「ス トリー ト」として受容 されている空間構造 にまで分析を広げ、「ス

トリー ト」 の空間的な形態がある種の下位文化的な要素 を備えていることを指摘 し、 さら

に、その空 間的構成が下位文化的志向の若者を呼び寄せる要因のひとつ となっていると論

じている点 にある。 この ことは、都市空間の構造的な要素と装 う身体 との相互作用 によっ

て同質的なファッションを装 う身体が集合 し、「ス トリー ト・ファッシ ョン」が成立 してい

ることを示唆 していると言えよう。

そのような分析 の過程で、難波は、「ス トリー ト・ファッション」 という現象における

ファッションと都市空 間を 「ス トリー ト・ファッション」の上演 とその舞台 として、上演

論的な視座によって説明 している。ここで難波が援用 している上演論 的枠組み、すなわち、

都市空間とそこに共時.共 在する身体を舞台 と演技す る身体の関係 として読み解 く方法論

的手法は、80年 代的な消費空間 としての都市の盛 り場分析に応用 されてきた ものである。
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したが って、難波 のこの議論 は、「ス トリー ト」及 び 「ス トリー ト・ファッション」 とい

うポス ト90年 代的現象が、 さしずめ ファッションと都市空間における80年 代的な関係の

変奏 として分析可能であることを指 し示 している。

だが、「ス トリー ト・ファッシ ョン」は、それが80年 代 とは異なる都市のファッシ ョン

現象の新 しい形式であるな らば、80年 代 的な現象の連続線上 に回収 して しまうだけでは

な く、80年 代的な ものが屈折 してい くと同時 にポス ト80年 代的な ものが成立 してい く過

程の現象 として も捉えられるべきであろう。つま り、「ス トリー ト・ファッシ ョン」のポ

ス ト80年 代性 を理解するためには、80年 代的な方法論である上演論 とは別 の視座か らも

考察 される必要があるのではないだろうか。 また、その場合、 この現象 を下位文化 と して

限定的に理解す るのではな く、よ り現代社会論的視座で論 じられ るべ きものであろう。 な

ぜな ら、 当初はある特定の場所で受容されていた 「ス トリー ト・ファッシ ョン」 とい う装

いも、現在では若者 ファッションの主要なひとつのスタイル として定着 し、 その受容は全

国規模にまで拡大 されているか らだ。

以下では、 まず、都市の消費空間に関す る上演論的な枠組 みの射程 について整理 し、上

演論を援用 しなが ら 「ス トリー ト・ファッション」 という現象についての具体的な記述を

試 みる。 そのうえで、上演論の枠組みでは十分 に捉えきれない要素を抽 出 し、 ポス ト80

年代以降の都市のファッション現象 に対 して上演論的にアプローチ してい くことの限界を

指 し示 しつつ、 フ ァッシ ョンと都市空間の ポス ト80年 代的な関係性を検討 してい くこと

にする。

(2)都 市の盛 り場への上演論的アプローチ

都市の消費空 間の物的な構造 とそ こで成立 している社会関係を上演論的に理解すること

は、70年 代末か ら80年 代にかけて蓄積 された都市の盛 り場研究における主要な方法論の

ひとつであ った。例えば、多田道太郎の都市風俗研究[多 田1978]や 、広告デザイ ンの

観点か ら都市 とファッションを論 じた柏木博[柏 木1986]、 あるいは中野収の都市論[中

野1983]な どに上演論的視角が確認 される。 ここでは、同 じく上演論 的なアプローチに

よって80年 代的盛 り場の形式 を分析 した吉見俊哉が提示 している、盛 り場的都市空 間に

対す る分析枠組みとしての上演論の有効性を再検討す る[吉 見1987]。

近代化が もた らした家庭 と職場の分離 に伴い、家 と職場の間としての都市空間 に、消費

や娯楽 とい った生活拡充機能が集合する消費空間が開かれてい く。そこには匿名的な身体

が集合 し、消費を介 しなが ら私的でも公的で もない、流動的かつ一時的な非 日常的関係を

結んでゆ く[磯 村1959]。 消費を媒介 としたそのような非 日常的な都市空間を盛 り場 と呼

ぶわけだが、吉見は、その盛 り場独特の高揚 した集合的気分 に着 目し、上演論的アプロー

チには、 そのような集合的気分を生 み出す、盛 り場 という都市の消費空間 に固有の共時

的 ・共在的な社会関係を捉えうる視角が含 まれ ることを指摘 している[吉 見1987:22-29]。

なぜな ら、上演論的な視座 においては、身体 は場の状況によって身振 りが規定 される演者

として、空間はそのような個々の身体の集合 によって織 り上 げられ る ドラマの舞台と して

捉え られ、また、身体 と空間を媒介する恣意性が シナ リオ として想定 され る。 したがって、

上演論的な分析枠組みは、単に盛 り場 内部で展開 され る相互行為 にのみ着 目す るのではな

く、場 に限定 された非 日常性を規定するもうひとつの要件 として、相互行為 を内包する装

置 としての空間構造 にも配慮す るからである。都市空間 における上演論的アプローチ とは、
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具体的には、身体 と空間の トポロジカルな連関についての意味論的な分析である。そのよ

うな方法 によって捉え られようとしたのは、盛 り場的な都市の消費空間を占める独特の非

日常性や縁 日的なある種の過剰 さ、 そ して、 それ らが伴 う虚構性 と身体の恣意的な関係 で

あった○

(3)80年 代的盛 り場 と しての 「渋谷」

吉見 は、以上 のよ うに方法論 的な妥 当性 を示 した うえで、80年 代 的な消費 の形 式を

もった盛 り場 「渋谷」 という対象について上演論的に分析 している。

1973年 、JR渋 谷駅か ら500メ ー トルほど離れた公 園通 り沿いに西武系資本 による若者

向けの大型商業テナン トビル ・パル コが開店 した。 それによって、「渋谷」にはそのパル

コを中継 して 「原宿」へ と至 る消費のルー トが新たに作 り出された。それ以降、 このルー

ト沿いを埋めるように商業施設が林立するようにな り、 その一帯には従来の駅前広場的な

消費空間 とは異 なる回遊的な消費のスペクタクルが展開された。盛 り場 としての 「渋谷」

のそのような空 間的変化 は、派手 に装 って小群化 して遊歩す る若者 の身体 と呼応 していた。

吉見は、 このような構造 と身体の間に仕込まれた戦略をシナ リオとして抽 出し、そ こに集

合する身体が置かれた社会的文脈を読み解いている。

吉見 によれば、80年 代の 「渋谷」 的な振 る舞 いを誘導 して いるのは、パル コの広告戦

略 に代表 される 「舞台化」 とい う街の空間的な演 出であるという[吉 見1987:297-303]。

「箱型店舗」に象徴 され るように、まず は、特定 のマーケ ッ トに照準 して店舗空間や街そ

の ものをセ グメ ン ト化 す る。 そ して、そ こにマーケ ッ トの価値観 を増幅 させ るよ うな

ファッショナブルかつ非 日常的イメージ戦略を繰 り広げ、虚構化 してい くことで、街その

ものを欲望産 出のメデ ィア として機能 させていった。その結果、セ グメン トされた空間の

バ リエー ションが 「個性」 としての差異を演 じる舞台 のバ リエー ションと して選択 され、

その中で、身体 は空間が保証す る意味に したがい、 「個性」 を演 じていたのである。 だか

ら、その時々でイメージを塗 り替える 「渋谷」 とい う虚構 の空間では、「トンガ リキ ッズ」

「カラス族」 あるいは 「オ リーブ少女」(2)など、 日常的な場所(た とえば家や職場)で は浮

いて しまうようなキ ッチュで奇抜 なファッションが、入れ替わ りで次 々と主役 にな り得た

のである。差異 をめ ぐるファッシ ョンの舞台 として上演論的に捉え られた80年 代的な盛

り場 とは、「個性」 を装 う身体 を主役 として都市空間によ り共時的 ・共在的 に内属 させ、

記号消費 のゲームに巻 き込んでい く装置 としての盛 り場であったのだ。

吉見 は、 また、 この 「個性」 の上演を大衆社会論 的な問題 として も捉え る。集合す る

各々の身体 は 「個」 として際立つような演技 を試み、「渋谷」 においてすれ違 う圧倒的な

量 の匿名他者か ら距離を とろうとす る。 しか し、 ファッションの記号的な差異 によって身

体 に表示 される 「個性」は、空間やメディアを媒介 と して 「すでにその意味を予定 された

『個性』」[吉 見1987:348]の イメー ジに依存 している。 したが って、身体は常 に、大衆か

ら脱するためのはずの消費 によって、大衆 という枠に閉 じ込め られて しまうというのだ(3)。

ここには、上演論的視座が、消費 に内包 される匿名性 をめ ぐる社会関係 について も分析的

視角を与 えていることを確認できる。

上演論的なアプローチは、大衆消費都市 として成熟 してい った80年 代の 「渋谷」の虚

構性 と、それに戯れる身体への理解を可能に したのであり、その意味で、80年 代の状況

と非常に密接 に対応 した方法論 だったのである。
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3.ポ ス ト80年 代 におけるフ ァッシ ョンと都市空 間

(1)「 ス トリー ト・ファッシ ョン」 と 「裏原宿」 の台頭

吉見が分析 したように、「渋谷」 はファッションが華 々しく装 われ る舞台 として機能 し

ていたわけだが、 その 「渋谷」 も90年 代に入 ると徐 々に変化 し始 める。「渋谷」 は、 ほん

の以前 まで華やかに 「個性」が装われる舞台であった公園通 り界隈のフ ァッショナブルな

イメージよりも、衣料品のアウ トレッ ト店やカラオケボ ックス、大衆居酒屋やフ ァース ト

フー ドな ど、チープなイメージの街 として受容 され始めるようになるのである(4)。ここで

はこの変化 については立 ち入 らないが(5)、そのような 「渋谷」 の変化 に伴 って、それまで

の 「渋谷」に見 いだ されてきた80年 代的なファッシ ョンの舞台 としてのイメー ジは 「表

参道」界隈へ と移 り、以降の 「表参道」 には国内 ・国外の一流 ブラン ド街が形成 され、最

新のモー ドで装 う人 たちが集 う街 と して広 く認知 されるよ うになる。 また、 「渋谷」 に隣

接するもうひとつのファッションエ リア 「原宿」 においても、大型商業 テナ ン トビルのラ

フォー レ原宿が開店 した1978年 以降、「渋谷」 と並ぶ若者の ファッシ ョン街 とな り、 その

後 タ レン トシ ョップな どが流入 したこ ともあ って、90年 代以降 は10代 を中心 とした

ファッションエ リアとして大衆化されてい った。

一方で、 その 「表参道」 と 「原宿」 との境界 に位置する遊歩道一帯(6)に、「表参道」 や

「原宿」 とは対照的に、独立資本の小規模 なファッシ ョン ・ブティックが点在す るように

な り、主 に 「ス トリー ト・ファッシ ョン」 を志向する一部の若者(特 に10代 か ら20代 の

男性)の フ ァッション ・ス トリー トと して、「裏原宿」 と呼ばれなが ら受容 されるように

な った。 そこは、今で こそ若者の中心的なファッシ ョンエ リア としての認知度 も高ま り、

規模的 にも広域化 しているが、「裏原宿」 と言 われだ した当初 は、80年 代的な ものと90

年代的なものとが混在す る過渡的な状況の もとで、周囲の空間との関係 によって位置づけ

られる小規模なファッションの空間であった。

そ こには独特の装 いや振 る舞いが見 られる。「裏原宿」での装 いは、古着 を重 ね着 した

アメリカン ・カジュアルが基調で、 ヒップ ・ホ ップやボーダー といったオーバー ・サイズ

で装 うスタイルでアレンジされてお り、80年 代的なファッシ ョンに見 られ る突 出 したデ

ザイ ンとは異な り、着 こな しの無造作 さやシルエ ッ トの緩 さが特徴的である。そのような

装いは、マイナーチ ェンジはす るものの、「裏原系 スタイル」 として当初か ら現在 まで10

年以上 も定着 してお り、その意味で も、 デザイ ンが次 々に変化 した80年 代のファッシ ョ

ンとは異 なる。 さらに、 ファッション雑誌などのメディアでは、そのような装いの若者が

「裏原宿」 の路上でスケー トボー ドや小型 の自転車で遊んでいた り、その脇 で腰 を下 ろし

てただ談笑 している無造作 な振る舞い 自体が、奇抜 に装 って街を回遊するとい う80年 代

の 「渋谷」的な行動パター ンとは異なる、「ス トリー ト・ファッション」 あるいは 「裏原

宿」独特の身体性 としてとりあげられてきた。

以下 では、 この 「裏原宿」 における 「ス トリー ト・ファッション」の初期 的な段階であ

る1993年 前後か ら2000年 代前後の 「裏原宿」 について検討す る。手順 として、 まずは吉

見が行 ったように上演論的な枠組みに したがい、舞台装置 としての空間構造 の水準(2節)

と戦略 としての 「裏原宿」の意味論的な水準(3節)を 記述する。その分析を踏 まえた う

えで、従来 の上演論的なアプローチでは十分 に捉え られない事象に照準 し、ポス ト80年

代的な都市の消費空間の構造 とそれに対応する身体性 について検討する(4節)。
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(2)「 裏原宿」 の空間構造

「裏原宿」地区の空 間的な特徴 は、 そこに集積する店舗の形態 にある。「裏原宿」の服飾

店の多 くが、アパー トや低層 ビルの1・2階 および地下 スペース、 あるいは民家を改築 し

た小規模 な店舗であ り、「明治通 り」 と 「表参道」の2つ の大通 りか ら1本 奥 に入 った、

一般車両がほとん ど通 らないような裏道沿 いに点在 している。そのようなあ り方 は、大資

本が投入 された大型商業施設を核 としていた 「渋谷」的なファッシ ョンエ リア とは全 く異

なるが、 そうした背景 には行政上の問題があ った。 この空間を含む当時の 「原宿」地区の

大部分が第二種住居専用地区に指定 された住宅街で、大資本の参入が不可能な地域 だった

のである。そのため、「渋谷」や 「表参道」「明治通 り」 といった周辺のメジャーなファッ

ションエ リアに程近 いこの地帯は地価が比較的安価で、昔か らインディーズの服飾店が集

積す るようになったのである。 したが って 「裏原宿」は 「渋谷」に比べ商業地区 としての

密度が低 く、住空間の中に混在する消費空 間となったのである。

「裏原宿」 に集 まる店舗の もう一 つの特徴 は、通 りか らではその店舗の内部空 間を見通

すことができないとい う点である。「カ リスマショップ」 と呼ばれ る 「裏原宿」 における

有名店ほど、その傾向は顕著であった。予めその所在地を知 っておかなければ辿 りつかな

いような、入 り組んだ路地裏に立地 している店 もある。 さらに、 この裏通 り一帯では、看

板広告等 もほとんど見かけない し、 ス トリー ト・ファニチャーとい った類の資本が投入 さ

れた痕跡 も見当た らない(7)。要す るに、通 りを遊歩 しなが らウィン ドウ ・ショッピングが

楽 しめるよ うな視覚的な広が りが希薄なのである。「渋谷」的なスペ クタクル性の欠如 は、

店舗内部の構造 について も言える。「裏原宿」 にある店舗 の内装 の多 くは、華美な演 出が

排 されているのである。多 くの店 は少品種 ・少量生産の独立系資本であ り、 したが って必

然的にデ ィスプ レイされている商品 も非常 に少 ない。その うえ、店員 は店頭に立 って積極

的 に接客す るわけではな く、経営戦 略と してカウ ンターの裏 に控 えてい る場合す らある

[馬渕 ・南条2003]。

(3)「 裏原宿」的ファッション ・イメージとフ ァッション雑誌

このよ うに 「裏原宿」 と呼ばれ る裏通 りの空間は、80年 代的 ファッションエ リアと比

較すれば、全体的に空間 としてのスペ クタクル性が非常 に低 い。 しか し、ファッション雑

誌 において 「裏原宿」 という名称 でとりあげられてい くことで、一定 のファッシ ョン ・イ

メー ジを獲得 してきた。

この裏手一帯 を 「裏原宿」 と呼んで初 めて記事 にしたのは、1995年1月 に発行 された

ファッシ ョン雑誌 『ポパイ』であったとされ る(8)。『ポパ イ』 とい う雑誌は、主 に10代 後

半か ら20代 の若者全般を対象 とした大衆向けの男性 ファッシ ョン雑誌であり、その記事

中では、「裏原宿」 はまだ主流で はないファッションとして紹介 されているが、 この記事

が出た1995年 頃か ら、「裏原宿」や 「ス トリー ト・ファッション」 に特化 した ファッショ

ン雑誌が相次 いで創刊 され るようになる(9)。そのようなメデ ィアの変化 とともに、「裏原

宿」の認知 は、 ある特定のイメージで徐 々に拡大 されてい くこととな った(10)。80年 代の

都市空間に仕掛 けられてい った 「舞台化」の戦略 と対比するならば、「裏原宿」の空間的

なイメー ジ戦略 は、 ファッション雑誌 というメディアにおいて提示 される固有のファ ッ

ション ・イメージを経 由することで巧 みに仕掛 けられていったのである。

その先駆け となる 『ポパイ』の記事は、「裏原宿」 の空 間的なイメージを提示する手法
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の原型 として確認す ることができる。その記事は、文字 による情報の他に、当時の時点で

「裏原宿」 と言われ一帯の範囲を示す地 図、それか ら店の外観や店 内のイメー ジ写真数点

で構成 されてお り、その随所 に示 されるのは、「裏原宿」 という地名 にもある 「裏」 とい

う言葉が含意す る空間的な意味合いである。記事中に挿入 されている地図には、「裏原宿」

一帯 を取 り囲む大通 りや 目印 とな るアパ レル商業施設 の名前、 「裏原宿」 を構成す るブ

テ ィックの所在地 に加 えて、「大通 りを一歩入 ると、そ こはニ ューシ ョップワール ドなの

だ」 というコメン トが書き込 まれている。 この一・文 は、「裏原宿」 は大通 りとは対照的な、

別の感性を持 った空 間が用意 されていることを強調するものと捉え られよ う。 このエ リア

に関するその他 の類似 した記事 において も、「裏原宿」 は 「大通 り」か ら差別化 されるこ

とでフ ァッシ ョンエ リア としての場所的な特権的価値が与 えて られている。その場合、差

別化の対象 として想定 されている 「大通 り」 とは、具体的には 「表参道」や 「明治通 り」

(「原宿」)と い った差異の競演が行 われる大衆消費の 「舞台」のことであると考え られ る。

それ らの周辺の 「舞台」 を敢 えて 「表」 として対置させることで、文字通 り 「裏」通 りと

しての場所のイメージを効果的に強調 し、新 しい消費の場 として提示 しているのだ。地図

とともに挿入 されてい る写真につ いて も同様 に、「表」 とは対照的なイメー ジが提示 され

ていることを読み取 ることがで きる。記事 中の写真 はどれ も、店 の外観や内部の断片 的な

部分を写 した記事 中の写真であるが、その断片的な構図によって隠れているものを垣間見

させ るような視点は、「裏原宿」 に、人 目に晒され開放的な 「表」 に対 して 「隠れている」

という場所的なイメージを与えていると言える。つま り、記述 と写真な地図の視覚的表現

によって与え られているのは、表通 りか らは隠れた位置 に密かに存在するとい う、「裏原

宿」の閉鎖的で迷路 的な空 間的イメージ、 あるいはさ らに、「雑誌 を読 んだ者 に しか見え

てこな い」 といったよ うに読者 が優越感を感 じるような場所 としてのイメー ジなのであ

る。

また、記事が発信す る情報の中心が、装いのシルエ ットや柄、 あるいは コーディネー ト

が示す全体的な記号性や身体的なイメージについてというよ りは、衣服のパーツや小物な

どの個別的で微細な情報であるということにも着 目したい。記事全体 にわたって訴え られ

ているのは、 それ らの商品がいかに希少な価値のあるものばか りであるか とい うことだ。

既出の 『ポパ イ』 の記事 中だけでも 「カル トな……商品」「レア」「デ ッドス トック」「す

ぐ品切れ」「伝説にな るほどの行列」 とい った複数の表現を拾 うことができる。 これ らの

表現 は、商品の希少価値を保証す る。ただし、その価値はメディアの このような表現 を通

してのみ共有 されるもので、ただ商品を見るだけでは判断できない価値である。要するに、

「裏原宿」的な ファッションにおいては、商品の価値が記号 として表面 には表示 されてい

ないのである。

こうしてみてい くと、「裏原宿」で展開 され るファッションの差異化の特徴は、そのよ

うに隠 された価値をめ ぐる差異化 に求められよう。「ス トリー ト・ファッシ ョン」あるい

は 「裏原宿」的なものを志向 しない外部の人々か ら見れば同 じに見 える装い も、 メデ ィア

媒介的 にその記号論的な価値を共有す る一部の限定 された人 たち(=読 者集団)に とって

は、微細 に差異化されて映 ってい くのである。 このようなメディアによる商品の希少性の

強調 は、「裏原宿」 を構成す るブテ ィックの多 くが独立系の小資本であ り、 それゆえ少 品

種 ・少量生産 にな らざるを得ないことと関係 している。少品種 ・少量生産か ら最大限の利

益 を引き出すために、数量的に限定 された商品として提示することで希少性を高めるとい
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うメディア戦略が取 られている。 したが って、「裏原宿」 という空間は、「そこで しか手 に

入 らない」「そこで手 に入れることす ら難 しい」 といった限定商品で溢れ る空間 とい うイ

メー ジとセ ットにな っているのだ。つま り、「裏原宿」 のファッション ・イメー ジは、「裏

原宿」的ファッションを志向す る小集団に、 セグメン ト化 されて提供 されるメディア媒介

的な視点を通 して初 めて立ち現れて くる、隠れたファッションエ リアとしての場所 的なイ

メー ジがその中心 とな っているのである。当時の 「裏原宿」は一般的 には有名でない消費

空間で、華 々しい都市の 「表舞台」 とは異な り、住居が混在する閉 じた盛 り場である。 し

か し、それゆえ、 ファッション雑誌の読者にとっては、「表参道」や 「明治通 り」のよう

に誰 もが一見 してそこがファッショナブルだと分かる 「表舞台」よ りも、秘匿 された 「裏

原宿」のほうがはるかに特権的な空間として受容 されるのだ。その意味では、スペ クタク

ル性 の低 さとい う特徴 は、単 に上演論的な要素が薄れているというのではな く、 む しろ、

上演論的なひとつの空間的戦略だ とい う理解 も可能か もしれない。

いずれにせよ 「裏原宿」は、「裏原宿」 とい う地名が最 も端的に表すよ うに、 よ り大衆

的な 「舞台」 との対照 で消費空間 として優越化された、「表舞台」 に対する 「裏舞台」 と

しての意味空間であ る。その意味では 「表舞台」 と文字通 り表裏一体の関係 にあ り、 「表

舞台」な しには成立 し得ない。 また、そのような上演論的観点か ら見 ると、「裏原宿」が

「裏舞台」であるということは、「表舞台」と連続 した差異化の場であるとも言 えるだろう。

80年 代に 「舞台」 としての都市空間で着飾 って歩 くことは、大衆か ら距離 をとろうとす

る大衆消費社会の身振 りだったわけだが、「裏舞台」 とは、その 「表舞台」か らもさ らに

距離をとり、常にマイノリテ ィとして優越 しよ うとす る身体が集合する空間として理解で

きる。上演論的なアプローチで捉えられ る 「裏原宿」 とは、 したが って、大衆消費社会が

追求 し続ける差異化の過程であり、大衆消費社会の論理が更 に強固な機制 として働 く消費

空間なのである(11)。

(4)日 常性 と 「カ リスマ」を媒介するネ ッ トワーク

ここまで、「裏原宿」的なファッション ・イメージを検討することによ り、「裏原宿」が

80年 代 とは異な る記号論 的な差異 の場、すなわち 「裏舞台」 として展開 されていること

を確i認してきた。

しか しなが ら、ここで もう一度、上演論的パースペ クティブの射程 について立 ち戻れば、

上演論的な理解で捉 え られているのが、「裏原宿」のある一面で しかない ことに気 づ く。

既 に述べた通 り、上演論的パースペ クティブは、モノの空間的な配置 と振舞 う身体が織 り

なす消費空間の非 日常性や虚構性を対象化 してきた。ところが、前 々節で記述 したように、

閑静な居住空間の中に店舗が混在 している 「裏原宿」は、 日常性 と隣接 した消費空間 とし

て特徴最づけ られる。あるいは、 そこに集 って くる若者の装 いや振る舞いにも同様 のことが

言え、「裏原宿」 においては、80年 代的な盛 り場特有 の気分 に伴 っていた過剰 さが抑え ら

れ、 む しろ 日常に適度に調和す る装 いの 「無造作」 な感覚に価値が置かれているのであ

る。

「裏原宿」系のファッション雑誌 では、「裏原宿」 におけるファッション ・リーダーたち

が 「カ リスマ(12)」と呼ばれ、 その広告塔的存在 として担 がれているのだが、 その 「カ リ

スマ」を通 して提供 されるファッシ ョン ・イメー ジは、 より具体的に日常性 と関係づけら

れている。 この 「裏原宿」における 「カリスマ」の特徴は、一般には無名に近い人々であ
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るということだ。その多 くが、 スタイ リス ト、バイヤー、 ファッション ・ライター、 さら

にはファッシ ョン ・ショーなどで音響を担当す るDJ等 のようにファッシ ョンの 「表舞台」

においては脇役的な職業 に従事 してお り、80年 代のいわゆる著名人的なファッシ ョン ・

リーダーと比較すると、知名度はかな り低 い。 この差 はその背景 にある資本の格差 と比例

するが、 にも関わ らず、「裏原宿」系 の雑誌 において 「カ リスマバイヤー」 とか 「カ リス

マスタイ リス ト」 と呼ばれ絶大 な人気を集めているのは、難波が 「参照枠 としてのカ ジュ

アルなカ リスマ」[難 波2000a:98]と 表現す るように、セグメ ン ト化 された雑誌媒体 を介

す ることで、読者層にとっては、理想的であると同時に身近 な存在で もある準拠枠 として

特権的に立 ち現れて くるか らである。

「裏原宿」系 フ ァッシ ョン雑誌は、「カ リスマ」 のファッションに関連 したライフスタイ

ル全般 に言及す る傾 向にある。例 えば、『ポパ イ』「原宿 ショップ新聞」(平 凡社1998年

11月10日 号pp.63―71)と い う特集 においては、原宿 ・渋谷 のシ ョップスタッフたちで

構成 される草サ ッカーの風景や、 カ リスマシ ョップの店員が選ぶ飲食店や音楽等の趣味情

報 が紹介 された りす ることで、 日常 的場面 におけるファ ッシ ョン性 が示 され る。 また、

「裏原宿 」の 「カ リスマ シ ョップ」8店 を紹介 した 『メ ンズ ・ノ ンノ』 の特 集 「人気

ショップ発信、 ス トリー ト服の威力」(集 英社1997年6月 号pp.56-63)で は、各 「カ リ

スマデザイナ ー」 の経歴 について言及 されてい る。 例え ばデザ イナーである と同時 に

ミュー ジシャンやプロサーファーで もあるとい った彼 らの経歴 は、「裏原宿」的なファッ

ションの感覚が、 日常の生活の中にいかに融合 してい るかを示 していると言え る。

このように 「ス トリー ト・フ ァッション」 は、虚構性やその過剰さではな く、 よ り日常

的な装いの実践 として提案 されてい くわけだが、その過程で 「カ リスマ」たちは、個別的

存在 とい うよ りも、 「カ リスマ」 同士のネ ッ トワークと して可視化 されてい る。彼 らは、

何 らかのかたちでファッションに携わる同じ業界人 として交流がある。雑誌 では しば しば、

同業者 としての職業 的関係 とプライベー トな友人関係が交差 したところにある 「裏原宿」

特有 の人脈が クローズアップされ るのである(13)。そのような人脈のありようは、「コラボ

レーシ ョン」あ るいは 「ダブルネーム」 という商品生産様式に も象徴 されている。 「コラ

ボ レー ション」 とは、例えばあるデザイナーが友人のDJと 共同で商品を企画 ・製造す る

ことであ り、彼 らが携わった証拠 として商品には彼 らの署名が並べ られるのであ る(「 ダ

ブルネーム」)。そのような商品は、その署名の組み合 わせ、つま り 「カ リスマ」の組み合

わせのパ ター ンによって価値が与え られ、「レアもの」 として消費 されるのである。 した

がって、「コラボ レー ション」や 「ダブルネーム」の消費 は、「カリスマ」 同士の関係性へ

の関心 と比例す るもの して捉え られ るが、『WEBア クロス』(14)の 「裏原宿」 におけるイ

ンタビュー調査では、「カ リスマ」を中心 とす る関係性 のネ ッ トワークを求めて、実際 に

若者 たちが 「裏原宿」 に来訪 してい ることが うかがえ る。例えば、2003年4月12日 に

「裏原宿」 に来訪 し、週 に一・度は原宿 に来 るとい う20歳 の男性は、その ときの来街理 由に

ついて 「バ ウンテ ィハ ンターで働いてい る友達 に会 いに来 たんですけど、ついでにマグ

カ ップを買 っちゃいました。 これから用事 もないので、帰 ります。」 と答えている。「バ ウ

ンティハ ンター」 とい うのは 「裏原宿」の中で も最 も有名な 「カリスマ」の一人が経営 し

ている店であ り、 この若者 は、 自分 とその 「カ リスマショップ」 との間には単なる客以上

の関係があると主張 している。

このような発言か ら推測 されるのは、「裏原宿」への来訪を動機づ けが、装 うこと(上
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演)自 体ではな く、「カ リスマ」同士 のネ ッ トワークを核 とす る、 ファッションで緩 やか

に結ばれ るネ ッ トワークの輪 に接続 され ることのほうにあるということだ。「裏原宿」的

な 「カ リスマ」 によって提案され るファッショナブルな生活 には、 ファッションを結節点

とした、職業 的であ りつつ も友人関係的な 「カ リスマ」同士のネ ットワークが基盤 とな っ

てい るように、 メデ ィア上では透か し見 える。だか ら、その ような 「カ リスマ」たちの

パーソナル ・ネッ トワーク自体が、 自己準拠 の対象 として受容されているのだ。

ジンメル は、都 市空 間 は 「無数 の人 々 との絶 え まのな い外 面 的な接触」[Simmel

1903=1994訳276]の 繰 り返 しである定義するが、一方で、都市のネ ットワー ク分析を行

うフィッシャーによれば、現代の都市的環境においては下位文化的な要素によって人格的

に関係つ く友人 ネ ットワークが形成 され るという[Fischer1982=2002]。 「裏原宿」的な

ネ ッ トワークとは、 メデ ィアが媒介す るため一方 的であ った り間接的な場合 もあるが、

「カ リスマ」か ら消費者(=読 者)ま でが、「裏原宿」 という都市空間において結ぶ、ある

程度人格的で継続的な相互 関係 が連鎖 した ものである と言え る。「裏原宿」 的な 「ス ト

リー ト・ファッシ ョン」を志向する若者 たちは、「裏原宿」 に来訪す ることで、 あわよ く

ば、 そのようなネ ッ トワークに何 らかのかたちで接続 されることを求めているのである。

4.フ ァッシ ョンと都市空間のポ ス ト80年 代一上演 とネ ッ トワー ク

上演論 的な アプローチによって、「裏原宿」 においては装いを通 して匿名他者 か らの差

異化が試み られていることが確認 された。その点では、「裏原宿」は80年 代的な都市の消

費空 間の延長 にあ るもの として捉 え られ る。 しか し、一 方で、 日常生活全般 において

ファッシ ョン性 が求め られる 「ス トリー ト・ファッション」 を志 向する若者 が、 ファッ

ションによって結節 される、あ る程度対面 的で持続 的な友人 関係的ネ ッ トワー クへの コ

ミッ トメ ン トを 目的 として 「裏原宿」 を訪れていることも認め られた。 したが って、「裏

原宿」 においては上演 とネ ットワークが同時 に現れてい るのである。 この ことが ファッ

ションと都市空間のポス ト80年 代性 として捉え られる。

「裏原宿」 に見 られる 「カ リスマ」 を媒介 としたネ ッ トワー クは、ポス ト80年 代 的な

ファッション ・エ リアを、従来の盛 り場のように刹那的であるがゆえの共時性や共在性 に

よって保証 された非 日常空間として捉えることの限界を示す ものである。そのネ ッ トワー

クは、む しろ継続 的な相互関係 によって形成 されているか らである。 したがって、「裏原

宿」的な都市空間を理解するための今後の課題 としては、そのネッ トワー クが どのように

形成 され連鎖 しているのか、そ して、そのネ ットワーク形成 と上演的な相互行為がいかに

連関 しているのかを分析 しなければな らない。

註

(1)さ しあたって、ここではファッションを、ジンメルの定義に従い、差異化と同一化を原理とした、装

いに関わる一連の実践形式として定義する[S㎞mel1908=1999訳56]。

(2)そ れぞれが 「渋谷」で発生したファッション現象である。「トンガリキッズ」が80年 代前後、「カラ

ス族」が83年 前後、「オリーブ少女」が84年 前後に起こった。

(3)消 費における記号論的差異化の論理が、同時に秩序化の論理でもあることはボードリヤールによって

逸早く指摘された[Baudr皿ard1970=1979]。

(4)マ ーケティング雑誌 『アクロス』の継続的な渋谷調査を参考(「渋谷バイキングへようこそ」1993年

9月号:72-78)。
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(5)こ の点に関 して、北田暁大は 「都市渋谷の情報アーカイブ化」 と呼び、「渋谷」 という空間を脱 ・80

年代的消費社会論的に論 じている[北 田2002:126]。

(6)よ り正確には、「裏原宿」 とは、東京都渋谷区神宮前の明治通 りと表参道に挟まれた北側地域を指す。

行政上の区画における、神宮前3丁 目と4丁 目に相当する。

(7)そ の代わり、建造物の壁面には、グラフィティと呼ばれる多 くのらくがきが描かれている。 このグラ

フティは 「ス トリー ト」における下位文化のひとつとして社会学的にも研究されている。たとえば、

南後由和の論考では、80年 代 とは異なるスペクタクルを都市 に与えるグラフィティを、 ファッショ

ンと同じく都市空間を通 したひとつのコミュニケーション様式として論 じ、そこにポス ト80年 代的

な都市空間と身体の関係性を見いだしている[南 後2005]。

(8)『 ポパイ』「'95年ポパイ新語辞典 カッコイイ男はこのキーワー ドをマークしろ」の記事中(平 凡社

1995年2月10日 号p.48)に て。記事によれば、「近 ごろ元気のいいショップは、なぜかこの付近に

集中して続 々とオープンしている。」 とある。ただ し 「裏原宿」が受容されはじめる契機となったの

は、1993年 の 「裏原宿」を象徴するセレクトショップ 「NOWHERE」 の出店であるとされる[渡 辺

2005:217]a

(9)具 体的には、『クール ・トランス』(ワ ニブックス1995年 創刊)、 『エ ッグ』(ミ リオ ン出版1995年 出

版)、 『スマー ト』(宝 島社より1996年 創刊)、 『ゲットオン』(学 習研究社1996年 創刊)、 『ス トリー

ト・ジャック』(ベ ストセラーズ1997年 創刊)、 『ファイン マックス』(日 の出出版1998年 創刊)な

どを挙げることができる。

(10)「 ス トリー ト・ファッション」の受容の拡大過程が、 ファッション雑誌というメディアと共犯関係に

あるということは、既に多 くの先行研究が指摘するところである[難 波2000a/2000b、 成実2003、 南

谷 ・井伊2004他]が 、 このことは、純粋に 「自然発生的」な下位文化ではないことを示唆している

のではないだろうか。

(11)こ のような 「裏原宿」的空間的構造は 「渋谷」の様相にも変化を与えた。「裏原宿」人気が定着 しだ

した1996年 あたりから、「渋谷」では、公園通 りではなくその脇の神南一丁目を中心に独立系資本の

セレク ト・ショップが集積し、「裏原宿」的な雰囲寒のファッションエリアを形成 し始める。(『 流行

観測アクロス』 における渋谷調査 「渋谷1996"オ モテ"渋 谷 の復活」を参照(1996年9月 号:

22-31)a

(12)こ こで言う 「カリスマ」 とは、ウェーバー的な支配の概念ではく、通俗化された概念であり、藤竹暁

が言 うように、「人気のある人物や魅力的なパーソナ リティと、ほぼ同義に用いられる」 ものである

[藤竹1999:50]。 このような 「カリスマ」の使われ方は90年 代末頃に一般化するが、「裏原宿」の

ファッションにおいては90年 代半ばに、既に多用されつつあった。

(13)「 裏原宿」のカ リスマたちの人脈についてはファッション雑誌では頻繁に言及されていたが、「裏原

宿」が一般にも広 く知 られるようになると、ファッション雑誌以外でも 「裏原宿」における業界的か

つプライベー トな人脈が注 目される。例えば、週刊情報誌 『スパ!』 では、1999年4月14日 号で

「なぜ[裏 原宿系]は 仕掛け人 となり得るのか?」(pp.22-23)と いう特集があったが、そこには

「[裏原宿系]の 主要な人物とその人脈相関図」として 「裏原宿」系に属する芸能人やモデル、DJな

どの人間関係がチャー ト化されている。あるいは、2001年8月 号の 『サイゾー』においても同様の

チャー トが示されている(PP.95-97)。 このように、「裏原宿」という空間が 「カリスマ」たちの人脈

のネットワークを象徴する場 として特権的であるという認識が、ある程度まで浸透 していたことが察

せ られる。

(14)『WEBア クロス』(http://www.web-across.com/)。
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